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横
田
基
地
に
か
か
わ
る
「
日
米
合
意
」
の

検
証
と
実
態
調
査
を
行
い
、
国
に
対
し
騒

音
軽
減
の
施
策
を
求
め
る
交
渉
を
行
う
こ

と
に
関
す
る
請
願
を
不
採
択
と
す
る
委
員

長
報
告
に
つ
い
て

２
面
下
段
よ
り

◇
開
催
日　

９
月
７
日

◇
委
員
長	

髙
橋　
　
誠

◇
副
委
員
長	

吉
野　
智
之

◇
委
員
数　

20
人

（
正
副
議
長
を
除
く
）

◇
審
査
結
果	
各
会
計
と
も

	

原
案
可
決

補
正
予
算
審
査

特
別
委
員
会

各
会
派
の
主
な
質
疑

　（
質
疑
順
に
掲
載
）

質
問　

自
治
会
会
員
の
減
少
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

加
入
率
の
低
下
を
食
い
止
め
る

た
め
に
も
、
各
自
治
会
に
設
置

し
て
あ
る
掲
示
板
の
活
用
等
に

よ
る
、
会
員
の
増
強
を
図
る
取

り
組
み
を
更
に
進
め
る
べ
き
。

答
弁　

自
治
会
関
係
者
等
か
ら
、

様
々
な
場
面
で
意
見
を
聞
い
て

い
る
。
防
災
対
策
の
た
め
に
も
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
を
深

め
、
自
治
会
加
入
を
促
進
す
る

施
策
の
展
開
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

質
問　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
最
先
端
の
技
術

を
取
り
入
れ
て
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。

①
多
機
能
決
済
端
末
機
等
導
入

事
業
の
概
要
は
。
②
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
導
入
す
る
理
由
は
。

答
弁　

①
証
明
書
等
手
数
料
の

支
払
い
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
て
可
能
と
す
る
。
②
会
議

室
へ
の
持
ち
込
み
を
可
能
と
す

る
こ
と
で
、
資
料
の
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
図
る
。

質
問　

市
民
の
安
心
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
設
置
し
て
あ
る
非

接
触
型
体
温
測
定
器
は
、
市
役

所
庁
舎
出
入
口
に
配
置
し
て
は
。

ま
た
、
庁
舎
を
含
め
た
公
共
施

設
に
手
指
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

液
の
足
踏
み
式
ス
タ
ン
ド
を
導

入
す
る
考
え
は
。

答
弁　

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
に

お
け
る
重
要
な
視
点
で
あ
り
、

非
接
触
型
体
温
測
定
器
の
配
置

場
所
及
び
足
踏
み
式
や
自
動
式

等
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
ス
タ

ン
ド
の
導
入
に
つ
い
て
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

地
元
消
防
団
は
、
昼
夜

を
問
わ
な
い
活
動
で
地
域
に
貢

献
し
て
い
る
。
常
備
消
防
事
務

運
営
委
託
に
お
け
る
委
託
料
の

増
額
の
内
容
は
。

答
弁　

東
京
消
防
庁
に
委
託
し

て
い
る
事
務
運
営
費
用
に
つ
い

て
、
委
託
料
の
算
出
根
拠
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
増
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

質
問　

教
員
の
働
き
方
改
革
の

側
面
も
備
え
て
い
る
社
会
の
力

活
用
事
業
に
お
い
て
は
、
専
門

性
が
高
く
、
教
員
と
し
て
必
要

な
基
本
的
資
質
を
備
え
た
外
部

人
材
が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の

考
え
方
は
。

答
弁　

特
別
非
常
勤
講
師
と
し

て
、
任
用
す
る
条
件
を
一
定
の

指
導
経
験
を
有
す
る
者
又
は
東

京
都
に
よ
る
基
礎
知
識
、
児
童

理
解
、
授
業
運
営
等
の
事
前
研

修
を
修
了
し
た
者
と
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

質
問　

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
の
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
、
①
財
源

を
確
保
し
た
上
で
の
進
め
方
は
。

②
本
庁
舎
、
出
張
所
や
市
立
会

館
の
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
整

備
拡
充
を
す
べ
き
で
は
。

答
弁　

①
国
や
都
が
推
進
し
て

い
る
事
業
や
補
助
金
の
見
込
め

る
事
業
は
優
先
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。
②
各
公
共
施
設
は
既

に
利
用
可
能
で
あ
り
、
本
庁
舎

も
３
階
ま
で
利
用
で
き
る
。

質
問　

臨
時
財
政
対
策
債
の
４

億
３
千
560
万
円
増
額
の
理
由
は
。

答
弁　

臨
時
財
政
対
策
債
は
本

来
、
交
付
税
措
置
さ
れ
る
べ
き

財
源
で
、
財
政
調
整
基
金
を
確

保
す
る
こ
と
が
安
定
し
た
財
政

運
営
に
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

社
会
の
力
活
用
事
業
に

つ
い
て
、
対
象
校
が
６
校
だ
が
、

全
校
に
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
弁　

次
年
度
以
降
も
継
続
の

見
込
み
で
あ
り
、
改
め
て
全
校

に
周
知
し
希
望
を
募
っ
て
い
く
。

質
問　

国
民
健
康
保
険
や
介
護

保
険
の
運
営
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

が
大
き
い
と
考
え
る
が
、
財
政

問
題
等
を
踏
ま
え
た
考
え
方
は
。

答
弁　

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
か
し
っ
か
り
と
状
況
を
注
視

す
る
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

公
明
党
昭
島
市
議
団

質
問　

自
治
会
掲
示
板
設
置
等

委
託
に
つ
い
て
、
市
の
情
報
取

得
に
お
い
て
自
治
会
の
掲
示
板

は
、
重
要
で
あ
る
。
今
回
は
、

掲
示
板
の
新
設
と
建
て
替
え
が

対
象
と
の
こ
と
だ
が
、
過
去
に

修
繕
も
対
象
に
な
っ
た
経
緯
も

あ
り
、
修
繕
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
行
う
考
え
は
。

答
弁　

現
在
、
実
施
す
る
予
定

は
な
い
が
、
各
自
治
会
で
設
置

し
て
い
る
掲
示
板
の
劣
化
状
態

や
各
自
治
会
の
要
望
な
ど
を
加

味
し
、
今
後
、
自
治
会
連
合
会

と
も
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

公
共
施
設
整
備
等
資
金

で
き
る
も
の
は
接
続
す
る
な
ど
、

雨
水
対
策
を
進
め
て
い
く
。

無

会

派

質
問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
定

期
予
防
接
種
の
期
間
延
長
の
申

し
出
に
つ
い
て
、
健
康
課
へ
の

申
請
書
の
提
出
が
必
要
と
の
こ

と
だ
が
、
運
用
の
仕
方
を
変
え

る
考
え
は
。

答
弁　

窓
口
に
来
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
郵
送
も
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
来
年

度
の
状
況
が
分
か
ら
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
今
後
も
し
っ
か
り

と
積
み
立
て
て
い
く
べ
き
。

答
弁　

中
長
期
的
な
必
要
性
を

十
分
考
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
基
金
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

多
機
能
決
済
端
末
機
等

導
入
に
つ
い
て
、
各
種
証
明
書

だ
け
で
な
く
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
等
の
使
用
料
の
支
払
い

を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
し
て
は
。

答
弁　

各
職
場
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
関
す
る
聞
き
取
り
を

実
施
し
て
お
り
、
今
回
の
事
例

を
踏
ま
え
、
今
後
検
討
し
た
い
。

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

質
問　

自
治
体
に
と
っ
て
財
源

の
確
保
は
、
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
財
政
が
厳
し
い
中
、
適
切

な
行
財
政
運
営
の
た
め
に
臨
時

財
政
対
策
債
を
借
り
入
れ
、
活

用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
財
政
運
営
に
対
す
る
考

え
方
は
。

答
弁　

財
政
運
営
に
必
要
な
市

債
を
借
り
入
れ
て
、
事
業
を
行

う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
の
対
応
が
で
き
て

い
る
と
考
え
る
。

質
問　

現
在
自
治
会
か
ら
選
出

さ
れ
て
い
る
廃
棄
物
減
量
等
推

進
員
な
ど
、
市
民
と
協
働
で
取

り
組
む
こ
と
が
市
の
考
え
や
施

策
を
行
き
届
か
せ
る
上
で
効
果

的
で
あ
る
。
推
進
員
の
募
集
を

子
ど
も
会
に
広
げ
る
な
ど
、
市

民
に
広
く
案
内
を
す
る
考
え
は
。

答
弁　

条
例
上
自
治
会
に
絞
る

必
要
は
な
く
、
高
齢
化
等
の
問

題
も
あ
る
た
め
、
広
く
募
集
を

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

積
立
基
金
に
つ
い
て
、
①
公
共

施
設
の
建
て
替
え
や
、
大
規
模

改
修
の
準
備
金
と
し
て
使
わ
れ

る
の
か
。
②
こ
の
中
で
公
共
施

設
の
更
新
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
目

標
額
の
設
定
は
。

答
弁　

①
新
築
、
改
築
、
維
持

補
修
、
そ
の
他
の
整
備
及
び
除

却
に
つ
い
て
活
用
す
る
と
し
て

い
る
。
②
目
標
額
は
30
億
円
だ

が
、
次
期
総
合
基
本
計
画
の
財

政
見
通
し
を
示
す
中
で
、
目
標

額
の
見
直
し
も
含
め
、
必
要
な

基
金
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
再

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

中
神
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
、
①
面
的
整
備
で

あ
る
区
画
整
理
事
業
か
ら
道
路

整
備
事
業
に
方
針
転
換
し
た
が
、

最
終
的
な
完
成
の
見
通
し
は
。

②
雨
水
管
の
新
設
や
本
管
へ
の

接
続
、
浸
透
ま
す
の
設
置
な
ど

の
雨
水
対
策
と
道
路
整
備
を
同

時
に
進
め
る
考
え
は
。

答
弁　

①
区
域
内
道
路
等
検
討

委
員
会
で
の
検
討
や
、
道
路
部

分
の
買
収
等
を
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
、
何
年
と
は
示
せ

な
い
が
、
早
期
完
成
を
目
指
す
。

②
Ｌ
型
側
溝
や
雨
水
管
と
接
続

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

予算の補正状況

一般会計補正予算（第５号）
	 当初予算	 431億	4500万円
	 前回までの補正額	 24億	6930万円
	 今回補正額	 19億	8940万円
	 予算総額	 476億	 370万円

国民健康保険特別会計（第１号）
	 当初予算	 119億	5600万	 円
	 今回補正額	 3億	 733万	2千円
	 予算総額	 122億	6333万	2千円

介護保険特別会計（第１号）
	 当初予算	 100億	4409万	 円
	 今回補正額	 3億	2094万	3千円
	 予算総額	 103億	6503万	3千円

後期高齢者医療特別会計（第１号）
	 当初予算	 26億	 129万	3千円
	 今回補正額	 	4273万	1千円
	 予算総額	 26億	4402万	4千円

中神土地区画整理事業特別会計(第１号)
	 当初予算	 4億	4650万	3千円
	 今回補正額	 	 302万	5千円
	 予算総額	 4億	4952万	8千円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

反
対

反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
は
、
財
政
安
定
化
基
金

の
約
212
億
円
を
活
用
せ
ず
に
、

２
０
２
０
、
２
０
２
１
年
度
の

保
険
料
を
算
定
し
た
。
こ
の
対

応
は
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

奥
村
　
博
　
議
員

こ
の
請
願
は
、
多
く
の
賛
同

ま
た
、
所
得
割
率
を
0.08
ポ
イ

ン
ト
引
き
下
げ
た
が
、
均
等
割

額
を
800
円
値
上
げ
し
た
た
め
、

一
人
当
た
り
の
平
均
保
険
料
額

は
10
万
円
の
大
台
を
超
え
た
。

２
年
ご
と
に
保
険
料
の
変
更

を
行
い
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

を
狙
い
撃
ち
す
る
、
負
担
増
あ

り
き
の
医
療
保
険
制
度
は
許
せ

ず
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

反
対

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

青
山
　
秀
雄
　
議
員

航
空
機
の
飛
行
実
態
に
関
す

る
情
報
の
提
供
や
日
米
地
位
協

定
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
の
適

切
な
見
直
し
な
ど
を
、
都
と
周

辺
５
市
１
町
連
絡
協
議
会
で
要

請
し
て
お
り
、
請
願
者
と
認
識

は
一
致
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

市
が
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー
ル

に
固
定
の
騒
音
測
定
機
器
を
設

置
し
た
こ
と
が
実
態
調
査
に
つ

な
が
る
か
は
疑
問
で
あ
り
、
要

請
に
応
え
な
い
国
に
、
よ
り
踏

み
込
ん
だ
改
善
を
求
め
る
た
め
、

実
態
調
査
を
行
う
こ
と
は
当
然

と
考
え
、
本
請
願
を
不
採
択
と

す
る
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
米

軍
機
の
飛
行
回
数
が
増
え
続
け
、

騒
音
被
害
が
深
刻
化
し
、
Ｃ
Ⅴ

―
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行

賛
成

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

山
本
　
一
彦
　
議
員

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
検
討
を
行
い
、
保
険

料
の
増
加
抑
制
や
低
所
得
者
層

に
対
す
る
負
担
の
軽
減
策
を
図

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に

十
分
配
慮
す
る
中
で
、
高
齢
者

の
負
担
軽
減
を
最
大
限
考
慮
し

た
結
果
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
な
ど
に
配
慮
す
る
中
、

高
齢
者
の
健
康
で
、
安
全
・
安

心
な
生
活
を
守
る
た
め
、
市
が

広
域
連
合
の
参
加
者
と
し
て
適

切
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求

め
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

４
面
下
段
へ
続
く


